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修士論文概要 


















































































	 私立大学の学生 80 名に対して調査を行
った。欠損値のある４名を除外し、76 名（男
性 33 名、女性 43 名、平均年齢 20.6 才）を
分析の対象とした。調査日は、2016 年７月
作新学院大学臨床心理センター研究紀要	 11 号 
 66 
7 日と 8 日であった。大学の講義の一コマ



































る分化 F 群と包冠 F 群を設定したこと ②分散分析の交互作用として、分化Ｆ群－
感情タイプ、包冠Ｆ群－感覚タイプで自我
同一性が高くなっていること 
以上の①②から、自我同一性の状態に
対して「幹先端処理」の弁証法的な運動だ
けでなく、その後に樹冠でどう展開するか
といった描出過程でも弁証法的な運動が
あることで、自我同一性の尺度得点の高さ
が異なることを見出した。さらに以下の点
も見出された。 ③Jung のタイプ論の感情及び感覚タイプ
との相互作用が認められ、自我同一性に対
して、タイプ論による優勢機能の関わりが
見られた ④タイプ論の外向タイプによる主効果が
自我同一性の３つの因子に関わっている
こと 
	 これら③④から、山中（1996）によるボ
ールの凸凹を彷彿させる Jung 心理学の弁
証法的な運動として、太陽の軌道における
中年期である南中を向かえる前に、明るく、
力強く、まぶしい活発な青年期の姿がバウ
ムテストに反映されていることを明らか
にしえた。 
	 青年期では枝の分化の如く、感情を伴い
外界に積極的に関心を持ち、働きかけるこ
とで自己実現を目指していることを指摘
している。自己実現としての個性化は、中
年期以降で実現に向かう。青年期では、バ
ランスの歪みがあるゆえに、中年期以降で、
それまでに生きてこなかったタイプとの
弁証法的な運動を通して完成に向かう
Jung の発達論による個性化の過程を実証
的に示した。 
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